
 

 
 

 

 茨城県では，茨城県健康科学センターに委託し，「脳卒中危険度予測ツール」を開発した。 

 このツールは，個人の健診結果を入力することにより，健診後５年間の脳卒中やがんなどのリスク予測を算出

するソフトウェアで，受診者に対する説得力のある保健指導を可能にするものである。 

 

目的 

 脳卒中は，がん，心臓病に次いで死因の第三位であり，茨城県における脳卒中の標準化死亡比

（1998-2002 年）は，男性 117，女性 119 と全国平均に比べて高い。 

 このため，脳卒中の予防対策の柱である高血圧などに焦点をあて，健診結果をもとにしたハイリスク者の

指導や健康教育のための具体的なツールを開発した。 

 

内容 

 茨城県では独自に，基本健康診査の受診者約 9 万 6 千人の生命予後を 10 年間にわたり追跡する調査

を実施して，健診成績と脳卒中など生活習慣病による死亡との関連を算出した。 

 本ツールは，この調査結果をもとに開発したソフトで，健診結果を入力すれば，受診者が今後5年間に脳

卒中等で死亡するリスクを数値で予測し，画面に表示する。 

また，受診者の生活習慣改善等により，検査値を改善させれば，どの程度リスクを軽減できるのかをグラ

フ表示によりシミュレーションできる。なお，脳卒中だけでなく，虚血性疾患やがん死亡のリスクについても，

同様に併せて表示できるよう作成されている。 

 健診結果をもとに，脳卒中など生活習慣病による死亡のリスクの大きさが数値で表示されることから，受診

者に対しても，より強い生活習慣改善のための自覚を促すことができると期待される。このため，ソフトを県

内市町村に配布し，個別の保健指導や健康教育を効果的に進めるツールとして活用していただくことを予

定している。 

 

 
健診結果を入力 

リスク予測結果 
 

 
 



脳卒中危険度予測ツール
の概要と活用方法
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脳卒中危険度予測ツール
を開発しました！

茨城県健康科学センターでは、
健康診断の結果を入力すると、今後

5年間に脳卒中で死亡するリスクを数値
で予測できるソフトを開発しました。

このソフトを、県内の市町村保健セン
ターに提供し、保健指導に活用していた
だくことで、脳卒中予防を図っていきます。



なぜ、脳卒中予防なのか？
寝たきりの原因の4割は、脳卒中

脳卒中を予防することは、

高齢者の生活の質（QOL）を考える上で、最重要課題
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茨城県の男性の脳卒中死亡率は
全国で8位
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茨城県の女性の脳卒中死亡率は
全国で3位
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これまでの健康診断の結果表

正常範囲 異常値

最大血圧（mmHg）

例えば、Aさんの結果表
140100 200

165

220150

200

290
総コレステロール値
（mg/dl）

126100 160

140
血糖値（空腹時）
（mg/dl）

• 自分の検査結果が、異常値であることは示
されても、それが、自分の将来の健康にどの
くらい悪影響を及ぼすのかは、わかりにくい。



脳卒中危険度予測ツールを使うと？
• 現在の健康診断の結果を入力すると、自分が将来、
脳卒中で死亡する危険度（リスク）が予測できる

平均的な県民に比べる
と、あなたは、かなり
危ないということに

なります



効果その１： 生活習慣を改善しようという
動機付けになる

やっぱり、高血圧を
放置するのは、
まずい？・・・

たばこも
やめようかな？



効果その２： 健診結果が改善すると、
リスクも下がることが、目で確認できる。

→よし、やってみよう！もし、血圧値を、
あと３５下げると・・

死亡のリスクも
こんなに下がるんだ！



脳卒中危険度予測ツールを作成するための下準備
茨城県独自の大規模コホート研究

死亡
高血圧

なし

38市町村の
健診受診者
(平成5年度）
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生存

高血圧
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死亡
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1 ～  

対象地区→ 県内38市町村
追跡の対象者数→ 住民健診*の受診者(40-79歳)

約9万6千人

県の主導で行った
調査としては、

全国初の

大規模な疫学調査

*住民健診：
(財)茨城県総合健診協会が受託



受診者を10年間追跡調査しました
H15年12月末
まで健診実施（H5年度）

経過年数

A

3年１年 2年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年

†脳卒中
B 生存
C †がん
D 生存

†心筋梗塞E

誰が、いつ、どのような死因で亡くなったか

住民基本台帳と死亡届を利用して、調査



血圧値と生存曲線（全死亡，男）
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喫煙と循環器疾患死亡のリスク
（吸わない人の死亡を1.0としたとき）

男性 女性

＊：P<0.05

＊

＊

2.25

1.51

1.06 0.94
1.00 1.00

22% 27% 50% 94% 5%
吸わない やめた 吸っている

0.7%
吸わない やめた

吸っている
茨城県内の健診受診者9万6千人を8年間追跡調査した結果

このリスクの大きさを、
システムに組み込んで作成



茨城県健康科学センターが開発した
脳卒中危険度予測ツールの特徴

• 今までも、欧米のデータを利用した類似
の予測ツールはあった。

• しかし、日本人の疫学調査データに基づ
いたパソコンによる予測ツールは、日本
で初めて。

• しかも、茨城県のデータを使っているの
で、県民の保健指導に適している。

• 脳卒中以外の生活習慣病についても、
予測可能（がん、心筋梗塞など）。



茨城県健康科学センターでは、県民の方々が利用できる  

「脳卒中危険度予測ツール」を開発しました。 

 

茨城県健康科学センターでは、このほど脳卒中予防を推進する目的で、健康診

断の結果を入力すると、受診者が今後 5年間に脳卒中で死亡する危険がどの程度

かが一目でわかるパソコンを用いた「脳卒中危険度予測ツール」を開発しました。 

 

（現状） 

茨城県の脳卒中死亡率（年齢調整死亡率）は、全国で高い方から男性が 8 番目、

女性が 3番目（平成 12 年）となっています。今後の高齢化社会に向けて、寝た

きりの原因の 4 割を占める脳卒中を予防することは、健康づくりの最優先課
題であると考えられます。 
 

（ねらい） 

市町村ではこれまでも、住民健診で異常値の見つかった人などを対象に、

減塩や血圧管理、禁煙指導などの保健指導を行ってきましたが、実際に生活

習慣の改善に取り組む人は少ないという問題が指摘されていました。今回の

ツールは、健診結果の異常値が将来の健康にどの程度影響が現れるのかを、

画面上で数値として確認することで、受診者の自覚を促していこうというね

らいがあります。 
 

（開発方法） 

このツールの基礎にあるのは、県独自で行った大規模な疫学調査のデータで

す。県内 38市町村に協力を依頼し、平成 5年度に住民健診を受けた 9万 6 千
人の生死（生命予後）を 10 年間にわたり追跡調査したもので、県の主導により

この規模の調査が行われたのは、全国でも初めての試みです。集計解析やツ

ールのシステムの設計は、筑波大学大学院人間総合科学研究科社会健康医学

研究室（磯 博康教授）の協力を得て行われました。 
これまでも、既に心筋梗塞の罹患率などを予測するツールは存在しました

が、いずれも欧米人のデータをもとにしたものでした。日本人の疫学調査の

データに基づいたパソコンを用いたツールとしては、全国で初めてです。 
 

（今後の予定） 

このツールは、県内の全市町村に配布し、保健センターで行われる保健指

導に役立てていただく予定です。また、2月下旬にホームページに掲載しダウ
ンロードできるようにする予定となっています。 
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